障害学会第2回大会シンポジウム 2005.9.18
「障害者運動と障害学の接点－障害者自立支援法をめぐって」　　　　　　　　　　　　　　　岡部 耕典
１．今を、どう考えたらよいのだろうか

■障害者自立支援法案　　――あるいは「障害保健福祉改革のグランドデザイン（案）」―--

・支援費制度に対する給付抑制メカニズム

・介護保険制度との制度統合の受け皿作り

・年金保険制度との「共通システム」の導入（応益負担《定率負担》、要介護度認定《障害程度区分》）

・給付コントロールメカニズムのビルドイン（審査会、新たな国庫負担基準）

・年金保険制度に移行できない部分の切り離し（訓練等給付化、生活支援事業化）

　■社会福祉／保障の政策動向について　　――社会福祉基礎構造改革の脱構築――

　　①　社会福祉の政策動向…福祉サービスの利用制度化／給付制度化


→「社会福祉の５０年体制」の改革

＝社会福祉法人主体の提供システムの改変


→「利用者本位」

←（民営化・コストダウン）

　　②　社会保障の政策動向…補助金による政策誘導から制度そのものによる統制へ

→「社会保障の５０年体制」への回帰

＝「国民皆保険・皆年金体制」の追認・強化から「福祉の保険化」（伊藤周平）へ





→「持続可能な制度」





←（財務省と折り合い可能な地方分権化にも対応可能な行政裁量確保のフレーム）


「図」としての①、「地」としての②が、社会福祉基礎構造改革

■政策の背景にある規範的問題

　福祉サービスの利用制度化／給付制度化
→個人主義／（弱いパターナリズム）⇔リベラリズム

　福祉の保険化と制度そのものによる統制
→中央集権／（弱いパターナリズム）≒コーポラティズム

「個人主義が強まるなかでいかに社会連帯を育てるか」(社会保障制度審議会五十年の歴史p.61)

（政治の）ネオリベラリズム vs.（官僚の）隠された／弱いパターナリズム

　　「中央集権／政策官僚主導型の「大きな福祉」⇔「私たち抜きに私たちのことを決めるな」

隠された／弱いパターナリズム
　　　自律(autonomy)／自立(independence)

■障害者自立支援法案とは…

障害の分野における「福祉の保険化」の前段階として、厚労省が作成した「自主財源」確保の装置

厚労省と財務省の対立関係を、（利用者主権化ではなく）行政裁量の確保を前提にしつつ、解決をはかる戦略
その方法論は　

…「補助金による政策誘導」から「制度そのものによる統制」への移行
これらを前提として

…財務省との折衝が不要な義務的経費化を実現

（政治の）ネオリベラリズム vs.（官僚の）隠された／弱いパターナリズムvs.(利用者／当事者の)自律／自立

２．これから、どうしたらよいのだろうか
■近くで：　戦略と運動（へのコミットメント）

「今後の障害者福祉施策ならびに平成18年度予算に関する要望」（障害者の地域生活確立の実現を求める全国大行動実行委員会）　http://www.j-il.jp/jil.files/daikoudou/200508/12youbou.html

①ロビー活動　②制度政策の対案　③当事者参画による恒常的な研究検討機関／機構

④障害者権利条約／障害者差別禁止法の制定

■少し遠くへ：　見通しと対案（の社会的構築）

３年後・５年後・それ以降に向けての見通し（パースペクティブ）と対案（オルタナティブ）

◇サービス論　　…自律／自立生活支援（consumer-oriented care）

◇制度政策論　　…「大きな福祉」のオルタナティブ

　　「対象が主体になる／モノ給付から金銭給付へ」
　⇔利用制度化／給付制度化

政策：「制度による統制」からの脱却　＋　利用者主体のサービス提供と調整

制度：「権利本位」（⇔義務本位）　　＋　「素人主権」（⇔専門家主権）

・ personal assistance

⇔　施設ケア＋「動く施設」（carer-oriented care）

・ direct payment

⇔　個別給付


・ agency　　　　　　　
⇔　社会福祉法人／営利法人

　　　　　　　

◇運動論　　…消費者／行動／連携

※運動の枠組の確認：

【英国における障害者団体の類型論】 

1. Partnership/patronage   （パートナーシップ／支援）

2. Economic/parliamentarian（経済的／議会政治的）

-------------------------------------------------------------------------------

3. Consumerist/self-help   （消費者主義／セルフヘルプ） ↓new social movement

4. Populist/activist       （人民主義／積極行動主義）

5. Umbrella/co-ordinating  （包括的／連携調整的）

◇戦略のマッピング

第１の軸：　全国制度化をもとめる／地域で闘う

第2の軸：　システムの代替（リプレイス）をめざす／選択しうるシステム（オルタナティブ）を求める

※ 参考として、英国のコミュニティケア改革とダイレクトペイメントの採用の経緯
など

�地域福祉計画策定委員会(1994)「ニード中心の社会政策　　自立生活センターが提唱する福祉の構造改革」．ヒューマンケア協会  p.6-8)


� Oliver,Michael(1991) The Politics of Disablement .Macmillan p.117-119


� ケアマネジメント研究委員会(1998)「障害当事者が提案する地域ケアシステム　　英国コミュニティケアへの当事者の挑戦」．ヒューマンケア協会
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